
 年度 2009  学期 後期 曜日・校時  月・4  必修選択  必修   単位数 １ 
授業科目/（英語名）    ドイツ語 II 

                             （GermanⅡ） 
 対象年次  １年次       講義形態   演習   教室 

対象学生（クラス等） E8～10              科目分類  外国語科目（ドイツ語） 
担当教員： 山下哲雄  ／E メールアドレス：yamatetsu@mrd.biglobe.ne.jp 
／オフィスアワー： 2 校時後の昼休み、3 校時後の休み時間 
授業のねらい： ドイツ語の基本文法を習得し、ドイツ語を通してドイツに興味を持つ。 
授業方法：   二人一組でドイツ語会話を繰り返し、音に慣なれる。       
授業到達目標： ドイツ語を好きになり、ドイツそしてヨーロッパに興味を持つ。   
授業内容 
ドイツ語はインド・ヨーロッパ語と呼ばれる語族に属する西ゲルマン語であり、他に主な言語

として英語がある。同じ語族の英語の知識を参考にしながら授業を進める。私のドイツ在住・

通訳体験などのエピソードも授業に盛り込む。 
 

 第 1 回  現在完了形（１）、ビデオでドイツを見る 
 第 2 回  現在完了形（２） 
 第 3 回  分離動詞 
 第 4 回  形容詞 
 第 5 回  再起動詞・es の用法  
 第 6 回  関係代名詞（１） 
 第 7 回  関係代名詞（２）   
 第 8 回  受動態 
 第 9 回  接続法（１） 
 第 10 回  接続法（２） 
 第 11 回  分詞・zu 不定詞 
 第 12 回  第１回から４回までの復習 
 第 13 回  第５回から８回までの復習 
 第 14 回  第９回から１１回までの復習 
 第 15 回  定期試験、後期の授業の総括、ビデオでドイツの文化を見る  
 
 キーワード       何度も発音すればするほどドイツ語は身につく 

教科書         『気分はドイツ』    
            著者： 本郷建治 他、（株）三修社 
 
成績評価の方法・    小テスト（40％）、定期試験（50％）、授業中の発音・和訳・ 
基準等         積極性(10%) 
受講要件（履修条件） 
 
本科目の位置づけ 
 
備考 


